








要約および追記 

われわれの静岡県を例にとり,新生児医療体制による成果を新生児死亡率の改善の面より

検討した成績をのべた。中でも,NICUを中心として重症児の transport system を整えるこ

とが重要であることを示す成績が得られ,重症児のtransport systemの必要性を強調した。 

以上のような事実は,静岡県当局において広く検討され,新生児医療体制の必要性,重要性

が充分に認識されるに至っている。その現れとして,昭和 56 年 4月よりは,中部地域におい

て重症児の transpor tsystem の完備,また東部地域では,昭和 56 年 10 月より,NICU を中心

とし,重症児の transport system を含めた新生児医療体制の発足のための準備が着々と

すゝめられている。このことは,微力ではあるが長年に亘り新生児医療にたずさわって来た,

われわれにとっては喜ばしい事実であり,関係者の方々に満腔の感謝の念で一杯である。ま

た一方,国の行政においても,新生児救急車の予算化もなされた。この点も,われわれの立場

から感謝を捧げる次第であるが,しかし未だ全国的な規模に至っていない。さらに,小さな

不幸な子供が一人でも少くなるために,国,県のレベルで新生児医療の整備を強力におし

すゝめていたゞくことを切望して今年年の研究班報告とする。 


